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学
術
俯
瞰
講
義
二
〇
一
六
春
「
古
典
は
語
り
か
け
る
」

屈
原
と
は
何
者
か

二
〇
一
六
年
五
月
一
八
日
・
二
五
日

教
養
学
部

谷
口

洋

は
じ
め
に―

―

こ
こ
で
の
ス
タ
ン
ス

一
、
屈
原
の
時
代
：
戦
国
時
代

秦

Vs. 

東
方
六
国

楚

懐
王

秦
で
客
死
（
前
二
九
六
）

頃
襄
王

郢
都
陥
落
（
前
二
七
八
）
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五
、
楚
辞
と
屈
原
の
影
響

賈
誼
「
弔
屈
原
賦
」

『
楚
辞
章
句
』
の
模
擬
的
作
品

辞
賦
文
学

陶
淵
明
「
帰
去
来
兮
辞
」

粽
と
ペ
ー
ロ
ン

金
聖
嘆
「
六
才
子
書
」

荘
子
・
離
騒
・
史
記
・
杜
甫
・
水
滸
伝
・
西
廂
記
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［
前
漢
］
司
馬
遷 

『
史
記
』
屈
原
賈
生
列
伝 

屈
原
者
、
名
平
、
楚
之
同
姓
也
。
為
楚
懷
王
左
徒
。
博
聞
彊
志
、
明
於
治

亂
、
嫺
於
辭
令
。
入
則
與
王
圖
議
國
事
、
以
出
號
令
。
出
則
接
遇
賓
客
、
應

對
諸
侯
。
王
甚
任
之
。 

上
官
大
夫
與
之
同
列
、
爭
寵
而
心
害
其
能
。
懷
王
使
屈
原
造
為
憲
令
、
屈

平
屬
草
槀
未
定
。
上
官
大
夫
見
而
欲
奪
之
、
屈
平
不
與
、
因
讒
之
曰
、
王
使

屈
平
為
令
、
衆
莫
不
知
。
每
一
令
出
、
平
伐
其
功
、
以
為
非
我
莫
能
為
也
。

王
怒
而
疏
屈
平
。 

屈
平
疾
王
聽
之
不
聰
也
、
讒
諂
之
蔽
明
也
、
邪
曲
之
害
公
也
、
方
正
之
不

容
也
、
故
憂
愁
幽
思
而
作
離
騷
。
…
…
屈
平
正
道
直
行
、
竭
忠
盡
智
以
事
其

君
、
讒
人
閒
之
、
可
謂
窮
矣
。
信
而
見
疑
、
忠
而
被
謗
、
能
無
怨
乎
。
屈
平

之
作
離
騷
、
蓋
自
怨
生
也
。
…
…
自
疏
濯
淖
汙
泥
之
中
、
蟬
蛻
於
濁
穢
、
以

浮
游
塵
埃
之
外
、
不
獲
世
之
滋
垢
、
皭
然
泥
而
不
滓
者
也
。
推
此
志
也
、
雖

與
日
月
爭
光
可
也
。
…
… 

秦
割
漢
中
地
與
楚
以
和
。
楚
王
曰
、
不
願
得
地
、
願
得
張
儀
而
甘
心
焉
。

張
儀
聞
、
…
…
如
楚
、
又
因
厚
幣
用
事
者
臣
靳
尚
、
而
設
詭
辯
於
懷
王
之
寵

姬
鄭
袖
。
懷
王
竟
聽
鄭
袖
、
復
釋
去
張
儀
。
是
時
屈
平
既
疏
、
不
復
在
位
、

使
於
齊
、
顧
反
、
諫
懷
王
曰
、
何
不
殺
張
儀
。
懷
王
悔
、
追
張
儀
不
及
。
其

後
諸
侯
共
擊
楚
、
大
破
之
、
殺
其
將
唐
眛
。 

時
秦
昭
王
與
楚
婚
、
欲
與
懷
王
會
。
懷
王
欲
行
、
屈
平
曰
、
秦
虎
狼
之
國
、

不
可
信
、
不
如
毋
行
。
懷
王
稚
子
子
蘭
勸
王
行
、
柰
何
絕
秦
歡
。
懷
王
卒
行
。
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入
武
關
、
秦
伏
兵
絕
其
後
、
因
留
懷
王
、
以
求
割
地
。
懷
王
怒
、
不
聽
。
亡

走
趙
、
趙
不
內
。
復
之
秦
、
竟
死
於
秦
而
歸
葬
。 

長
子
頃
襄
王
立
、
以
其
弟
子
蘭
為
令
尹
。
楚
人
既
咎
子
蘭
以
勸
懷
王
入
秦

而
不
反
也
。
…
…
令
尹
子
蘭
聞
之
大
怒
、
卒
使
上
官
大
夫
短
屈
原
於
頃
襄
王
、

頃
襄
王
怒
而
遷
之
。 

屈
原
至
於
江
濱
、
被
髮
行
吟
澤
畔
。
顏
色
憔
悴
、
形
容
枯
槁
。
漁
父
見
而

問
之
曰
、
子
非
三
閭
大
夫
歟
。
何
故
而
至
此
。
屈
原
曰
、
舉
世
混
濁
而
我
獨

清
、
衆
人
皆
醉
而
我
獨
醒
、
是
以
見
放
。
漁
父
曰
、
夫
聖
人
者
、
不
凝
滯
於

物
、
而
能
與
世
推
移
。
舉
世
混
濁
、
何
不
隨
其
流
而
揚
其
波
。
衆
人
皆
醉
、

何
不
餔
其
糟
而
啜
其
醨
。
何
故
懷
瑾
握
瑜
、
而
自
令
見
放
為
。
屈
原
曰
、
吾

聞
之
、
新
沐
者
必
彈
冠
、
新
浴
者
必
振
衣
、
人
又
誰
能
以
身
之
察
察
、
受
物

之
汶
汶
者
乎
。
寧
赴
常
流
、
而
葬
乎
江
魚
腹
中
耳
。
又
安
能
以
皓
皓
之
白
、

而
蒙
世
俗
之
溫
蠖
乎
。 

乃
作
懷
沙
之
賦
。
其
辭
曰
…
…
於
是
懷
石
遂
自
沈
汨
羅
以
死
。 

屈
原
既
死
之
後
、
楚
有
宋
玉
、
唐
勒
、
景
差
之
徒
者
、
皆
好
辭
而
以
賦
見

稱
。
然
皆
祖
屈
原
之
從
容
辭
令
、
終
莫
敢
直
諫
。
其
後
楚
日
以
削
、
數
十
年

竟
為
秦
所
滅
。 

自
屈
原
沈
汨
羅
後
百
有
餘
年
、
漢
有
賈
生
、
為
長
沙
王
太
傅
、
過
湘
水
、

投
書
以
弔
屈
原
。 
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［
前
漢
］
司
馬
遷 

『
史
記
』
屈
原
賈
生
列
伝 

 

屈
原
な
る
者
は
、
名
は
平
、
楚
の
同
姓
な
り
。
楚
の
懐
王
の
左
徒
と
為
る
。

博
聞
に
し
て
彊
志
、
治
乱
に
明
る
く
、
辞
令
に
嫺な

ら

ふ
。
入
れ
ば
則
ち
王
と
国

事
を
図
議
し
、
以
て
号
令
を
出
だ
す
。
出
づ
れ
ば
則
ち
賓
客
に
接
遇
し
、
諸

侯
に
応
対
す
。
王
甚
だ
之
に
任
ず
。 

上
官
大
夫 

之
と
列
を
同
じ
く
し
、
寵
を
争
い
て
心
に
其
の
能
を
害に

く

む
。

懐
王 

屈
原
を
し
て
憲
令
を
造
為

つ
く

ら
し
む
る
に
、
屈
平 

草
稿
を
屬つ

づ

る
も
未

だ
定
ま
ら
ず
。
上
官
大
夫 

見
て
之
を
奪
は
ん
と
欲
す
る
も
、
屈
平
与
へ
ず
、

因
り
て
こ
れ
を
讒ざ

ん

し
て
曰
く
、「
王 

屈
平
を
し
て
令
を
為つ

く

ら
し
む
る
は
、
衆 

知
ら
ざ
る
莫
し
。
一
令
出
づ
る
毎
に
、
平 

其
の
功
を
伐ほ

こ

り
、
以
て
我
に
非

ざ
れ
ば
能よ

く
為
す
莫
し
と
為
す
な
り
」
と
。
王
怒
り
て
屈
平
を
疏う

と

ん
ず
。 

屈
平 

王
聴
く
こ
と
の
聡さ

と

か
ら
ざ
る
、
讒ざ

ん

諂て
ん

の
明
を
蔽お

ほ

ふ
、
邪
曲
の
公
を

害
す
る
、
方
正
の
容
れ
ら
れ
ざ
る
を
疾に

く

み
、
故
に
憂
愁
幽
思
し
て
「
離
騷
」

を
作
る
。
…
…
屈
平 

道
を
正
し
く
し
行
ひ
を
直
く
し
、
忠
を
竭つ

く
し
智
を

尽
く
し
て
以
て
其
の
君
に
事つ

か

ふ
る
に
、
讒
人
之
を
閒へ

だ

つ
る
は
、
窮
す
と
謂
ふ

べ
し
。
信
に
し
て
疑
は
れ
、
忠
に
し
て
謗そ

し

ら
る
れ
ば
、
能
く
怨
み
無
か
ら
ん

や
。
屈
平
の
「
離
騷
」
を
作
れ
る
は
、
蓋け

だ

し
怨
み
よ
り
生
ず
る
な
り
。
…
…

自
ら
濯だ

く

淖だ
う

汚
泥
の
中
よ
り
疏

し
り
ぞ

き
、
濁だ

く

穢わ
い

よ
り
蟬せ

ん

蛻ぜ
い

し
、
以
て
塵
埃
の
外
に
浮

游
し
、
世
の
滋
垢
を
獲
ず
、
皭

し
ゃ
く

然ぜ
ん

と
し
て
泥く

ろ

む
る
も
滓く

ろ

ま
ざ
る
者
な
り
。
此

の
志
を
推
す
や
、
日
月
と
光
を
争
ふ
と
雖
も
可
な
り
。
…
… 
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郭
沫
若
『
屈
原
研
究
』 

（
第
一
章
の
み
『
屈
原
』
の
題
で
一
九
三
五
年
、
全
体
は
一
九
四
二
年
） 

  

屈
原
が
、
根
っ
か
ら
の
愛
国
者
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
の
作
品
が
そ
れ
を
も

の
語
っ
て
お
り
、
彼
の
行
為
も
そ
の
こ
と
を
も
の
語
っ
て
い
る
。
先
秦
時
代

の
学
者
は
、
孔
子
以
来
、
ほ
と
ん
ど
み
な
大
一
統
主
義
を
懐
い
て
い
た
。
彼

ら
は
み
な
、
中
国
の
状
勢
を
統
一
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
目
的
を
達

す
る
こ
と
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
、
国
を
選
ば
ず
し
て
仕
え
る
と
い
う
傾
向
が

あ
っ
た
。
…
…
し
か
し
、
屈
原
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
懐
王
の
時
に

疏
ん
ぜ
ら
れ
て
、
放
浪
は
し
た
が
、
国
を
出
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
頃
襄

王
の
時
に
は
放
逐
さ
れ
て
、
挫
折
し
た
が
、
や
は
り
国
を
出
よ
う
と
は
し
な

か
っ
た
。
彼
は
終
始
楚
の
国
を
恋
い
慕
い
、
自
分
が
も
と
の
位
に
復
帰
で
き

る
こ
と
を
願
い
、
自
分
の
懐
い
て
い
る
「
美
政
」
（「
離
騒
」
に
見
え
る
）
の

実
行
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。（
第
一
章
）  

（
稲
畑
耕
一
郎
訳
、『
郭
沫
若
選
集
』
第
八
巻
「
屈
原
研
究
」、
雄
渾
社
、
一

九
七
八
、
八
四
―
八
五
頁
） 
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道
徳
の
内
容
は
全
く
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
道
徳
の
徳
目
（
語
彙
）

に
は
永
遠
に
不
変
な
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
仁
義
と
い
う
徳
目
は
、
そ

の
内
容
、
す
な
わ
ち
ど
う
す
れ
ば
仁
で
あ
り
、
ど
う
す
れ
ば
義
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
は
、
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る
が
、
仁
で
あ
り
、
義
で
あ
る
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
は
、
変
わ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
人
を
人
と
す
る
の
が
仁
で
あ

り
、
行
な
う
べ
き
こ
と
を
行
な
う
の
が
義
で
あ
り
、
こ
れ
は
永
遠
に
不
変
で

あ
る
。
屈
原
は
深
く
そ
の
時
代
精
神
を
把
握
し
た
人
で
、
彼
は
民
生
を
重
視

し
、
賢
者
や
才
能
あ
る
人
物
を
尊
敬
し
、
徳
政
を
以
て
中
国
の
大
統
一
を
謀

ろ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
が
ま
さ
し
く
彼
の
仁
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
彼
は
徹

底
的
に
身
を
も
っ
て
努
力
実
践
し
た
人
で
、
こ
れ
が
彼
の
義
で
あ
っ
た
。
私

に
は
、
彼
は
む
し
ろ
単
な
る
革
命
詩
人
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
ま
し
て

や
「
芸
術
至
上
主
義
者
」
な
ど
と
は
と
て
も
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。（
第

三
章
）  

（
同
書
、
一
四
九
頁
） 
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